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「はらまち九条の会」ニュース　Nm6
2006（平成18）年8月7日（月）発行
＜日用は年8月7日鯵鈴木畷薫の鶴日ですJ＞

（伯小高町出身）を描く

作成 した鈴木安蔵を措く映画 『日本の青空』が
製作され右ごとに姦らこました。‾喪作費調達のため、地元の「′j、高九条の会」「相馬九条の会ムそして私た
ち「はらまち九条の会」も、製作協力券（1枚1，000円）の購入で協力することにいたしました。「はらま

現在の日本国憲法の草案を旧小高町出身の憲法学者で

ち九条の会」としてはとりあえず、
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製作協力券・‾1，000円

一口100枚・10万円を引き受けます。
＜下記新聞コピー＞のように8月2日午前、映画製作の大澤豊監督など
関係者が、南相馬市役所に市長を表敬訪問し、市長さんも製作に協力す
ることを約束しました。歴史的な地元の憲法学者ですから、南相馬市と
して製作に全面的に協力し、応分の経済的な支援をすべきであると考え
ます。野口英世の映画『遠き落日』では猪苗代町が、今年製作の『バル
トの楽園』では会津若松市がどのような支援をされたのでしょう。
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◆「はらまち九条の会J会長は、今日現在235名となりました。さらに新会長を募集し、また既会員の皆様には、恐れ入り

ますが、06年の年会費千円をお願いしたいと思います。▼「守れJ鳶法れ纂」のシールはいかがでしょうか。周りの
方々へも広めてください。町のあちこちで見たいものです。またl疇r帥貴史J　　　ね鯵のご薫入　よろしく

お願いいたします。薫軌紳ピ苧舞も貸し出しますので、お気軽にお申し出ください。●さらに今後どのような活動が
よいのか？①原町市出身で日本初の神風特攻隊最前這ん側■用怜岬純歩く傘を10月下旬に行おう

か！②11月の轟萄棚尊にかケYスマーケサト・イベント肴鵬しようか、という声も出ています。

■事務局には「現在の改琴に向かう不安な状況に、居ても立っても居られない」という切迫した声も届いています。私た
ちも全く同感です。また事務局は5名だけですが、一線こ活動できる方のお力をお貸しください。湖を待っています。
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この映高は、製作協力券（1000円）1枚1枚の普及l
ストーリー

雑誌編集部に勤める沙也可（22）は、特集企

画の「日本国憲法誕生の原索を問うりで、名

も知らなかった在野の寮法学者・鈴木安蔵

の取材を進めることになる。

一戦後まもなく、舞木安蔵用1）を中′仁とした

民間人（高野岩三郎、森戸辰男、妻伏高信
ら）によるr憲法研究会」が作成した棄法草案
が、実はGHQ案のお手本になっていたとい

う事実－。

鈴木安蔵の娘たちへの取材に成功した沙
也可は、託された安蔵の当時の日記を手が

かりに、日本国憲法誕生を巡る真実のドラマ
を明らかにしていく・‥。

憲法学卦鈴木安蘇プロフィール

1984年福島県小高町生まれ

京都帝国大学文学部哲学科に入学。その後経済学
部に転弘1926年の治安鮭持法違反第一号「学達
靴 で検挙され自主退学。以後、憲法学、政治学

の研究に従事。民衆の立場に立つ憲法学犯

1 9 37 年　 ‾

1 9 45 年 「憲法研究会」案の r憲法草案要綱Jを起草

1 9 46 年 憲法普及会理事

1 9 52 年～ 静岡大学、愛知大学、立正大学で教 受

1 9 83 年 8 月 7 日逝去（享年 7 9 歳 ）
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日本国寛去公布の周年言己念

映画日本の貴空
監督大澤豊　脚本池田太郎　企画・製作小室暗充

いよいよ2006年・秋撮影開始！

全国行脚をいとわぬ覚悟で臨みます！
監督大澤豊

憲法改悪に真っ向から反対する映画が、

今回の作品です。私にとっては10年ぶり

の反戦平和を希求する作品ですが、憲法

という難しい素材をできる限り易しく、沢

山の人たちから興味をもって観ていただ

ける映画にしなくてはならないと思って

います。

プロフィール
山本薩夫、勅使河原宏、黒澤明監督らの助監督を務
め、1981年こぶしプロダクション代表（後藤俊夫監
督、神山征二郎監督と設立）。

代表作品「ガキ大将行進曲」、rGAMA一月桃の花」、
「アイ・ラヴ・ピース」など

お問い合わせ　映画「日本の貴空J製作委員会


